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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

 
第

１
８

１
２

回
 

 
 

持
経

宿
・
熊

野
修

験
奧

駈
修

行
の

接
待

と
平

治
宿

巡
回

 

 ◇
実

施
日

 
２

０
１

５
年

５
月

２
４

日
（

日
）

 
小

雨
後

晴
 

◇
参

加
者

 
川

島
 

功
、

沖
﨑

吉
信

、
大

江
加

代
子

、
畑

林
清

子
、

 

木
下

嘉
彦

、
児

嶋
道

夫
、

橋
本

 
梓

、
濱

野
 

兼
吉

、
 

青
木

宏
充

( 前
泊

) 。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
計

９
名

。
 

 

新
宮

の
沖

﨑
宅

に
５

時
３

０
分

に
集

合
。

橋
本

氏
寄

贈
の

薪
、

プ
ロ

パ

ン
ガ

ス
・

コ
ン

ロ
と

鍋
、

甘
夏

３
箱

と
菓

子
等

の
食

材
、

平
盆

、
先

日
仮

薪
置

場
の

不
足

波
板

ト
タ

ン
・
敷

板
等

で
沖

崎
、
川

島
車

は
満

杯
で

あ
る

。
 

池
原

の
池

郷
林

道
口

手
前

に
行

く
と

、
昨

夜
行

仙
宿

( ４
０

名
) に

泊
ま

れ

ず
民

泊
し

た
熊

野
修

験
の

方
( １

２
名

) が
、
池

郷
林

道
ゲ

ー
ト

迄
車

で
送

っ

て
頂

き
、

持
経

宿
ま

で
歩

く
出

立
の

身
づ

く
ろ

い
を

さ
れ

て
い

る
。

 

池
郷

林
道

の
崩

落
箇

所
は

、
山

側
が

削
ら

れ
、

工
事

が
始

ま
る

迄
は

通

行
に

支
障

が
な

さ
そ

う
だ

。
 

持
経

宿
に

７
時

３
０

前
に

着
く

と
、

青
木

さ
ん

の
車

が
林

道
に

停
車

さ

れ
小

屋
か

ら
煙

が
出

て
い

る
。

左
足

を
骨

折
し

た
う

え
擦

過
傷

で
１

２
針

を
縫

っ
た

後
、

病
院

か
ら

そ
の

ま
ま

大
阪

の
自

宅
ま

で
、

車
を

運
転

し
て

お
帰

り
に

な
っ

た
と

の
こ

と
。
ま

だ
２

週
間

あ
ま

り
大

丈
夫

な
の

か
な

あ
、

と
心

配
し

て
い

ま
し

た
が

、
本

人
は

ビ
ッ

コ
を

引
い

て
い

ま
す

が
い

た
っ

て
元

気
で

す
と

の
こ

と
。

安
心

も
し

ま
し

た
が

養
生

も
大

事
で

す
よ

、
と

伝
え

た
い

気
が

し
ま

し
た

。
 

た
く

さ
ん

の
荷

物
を

降
ろ

す
と

各
自

そ
れ

ぞ
れ

自
分

た
ち

の
仕

事
に

、

大
江

・
畑

林
さ

ん
は

紅
茶

・
お

茶
等

の
準

備
、

木
下

棟
梁

は
屋

根
に

上
り

小
屋

改
築

の
た

め
の

採
寸

と
状

況
調

べ
、

児
嶋

・
橋

本
さ

ん
は

先
日

仮
設

置
の

薪
置

場
の

棚
敷

板
と

ト
タ

ン
屋

根
の

補
修

、
沖

﨑
さ

ん
は

平
治

宿
巡

回
の

準
備

、
私

は
川

島
代

表
と

幟
２

本
を

持
っ

て
千

年
檜

前
の

お
堂

に
立

て
、
深

山
樒

を
採

っ
て
供

え
、
戻

っ
て

持
経

宿
に

も
供

え
ま

し
た

。
 

不
動

堂
前

に
は

、
幟

が
立

ち
初

夏
の
風

に
は

た
め

い
て

い
る

。
 

車
を

小
屋

前
か

ら
移
動

後
、

沖
﨑

・
橋

本
・

濱
野

の
３

名
は

、
平

治
宿

巡
回

に
８

時
半
頃

出
発

。
 

川
島

、
児

嶋
は

、
仮

薪
置

場
の
北
西

側
に
ブ
ル

ー
シ

ー
ト

を
張

り
、

雨

の
吹
込
み

を
防
止

す
る

。
 

９
時

前
に

池
原

民
泊

の
熊

野
修

験
の

方
が

持
経

宿
に

着
か

れ
小
休
止

後
、

千
年

檜
で

本
隊

と
合
流

す
る
様

に
荷

を
置

き
迎

え
に

行
く
様

に
勧

め
る

。
 

９
時

過
ぎ

に
ホ
ラ

の
音

が
響

き
渡

り
、

千
年

檜
に

着
い

た
と
わ

か
る

。
 

大
江

・
畑

林
さ

ん
に

よ
り

紅
茶

、
冷
蔵
庫

に
忘

れ
た
西
瓜

を
来

る
途
中

店
で
買

っ
た
西
瓜

も
切

ら
れ

、
ベ

ン
チ

等
に
並

べ
ら

れ
準

備
完
了

。
 

９
時
半

前
に

熊
野

修
験

の
一

行
５

２
名

が
不
動

堂
に

着
か

れ
勤

行
。

 

高
木
亮
英
導
師

か
ら

、
持

経
宿

改
築

に
千
円
以

上
の
浄
財

支
援

と
本

日

接
待

の
御
礼

が
述

べ
ら

れ
る

。
高

木
亮
英
師

か
ら
多
額

、
熊

野
修

験
有
志

一
同

か
ら

改
築
浄
財

の
贈
呈

を
し

て
頂

き
、
有
難

く
受
領

し
た

。
 

皆
さ

ん
の

頂
い

た
浄
財

で
梅

雨
明
け

後
に

、
此
処

に
居

ら
れ

る
木

下
棟

梁
に

改
築

し
て

頂
き

ま
す

、
改

築
後

に
再
訪

し
て

頂
き

た
い

と
返
礼

を
述

べ
、
用
意

し
た

紅
茶

、
西
瓜

、
菓

子
等

で
し
ば

ら
く
休
息

し
て

頂
く

 

 
 

 

熊
野

修
験

一
行

到
着

 
 

 
不

動
堂

で
勤

行
 

 
 

 
 

勤
行

に
唱

和
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途
中
休
憩

時
に
水

分
補
給

に
と

、
甘

夏
を
一

人
１
個
以

上
を
差
入

れ
手

渡
し

す
る

。
 

西
瓜

は
初

物
の

方
も
多

く
、
喜

ん
で

食
味

し
て

頂
い

た
の

で
買

い
増

し

た
甲
斐

が
あ

っ
た

。
 

休
憩
中

に
、
体
力

に
自

信
の

な
い

方
が

、
余

分
な

荷
物

を
前
鬼

・
小
仲

坊
へ
届
け

て
欲

し
い

と
頼

ま
れ

、
寄
付

し
て

頂
い

た
熊

野
修

験
の

人
で

あ

り
、
預

か
る

と
次
ぎ
次
ぎ

と
依
頼

が
あ

り
、

７
名
程

の
荷

を
預

か
り
届
け

る
こ

と
に

な
る

。
 

９
時

５
０

分
出

立
！
「

満
行

さ
れ

ま
す

よ
う

に
！
」「
頑
張

っ
て
！
」
と

見
送

る
。
六

根
清
浄
！
懺
悔
！
懺
悔
！

と
唱
和

し
な

が
ら
阿
須
迦
利
岳

の

急
坂

を
登

っ
て

行
か

れ
る

。
 

 
 

 

紅
茶

・
西

瓜
等

で
休

息
 

 
高

木
亮

英
導

師
 

 
 

 
 

持
経

宿
出

立
！

 

平
治

宿
へ

の
奧
駈

道
は

、
ブ
ナ

、
ミ
ズ
ナ
ラ

、
ホ
ウ

な
ど

の
広
葉
樹

、

ツ
ガ

、
高

野
マ
キ

な
ど

の
針
葉
樹

の
大
樹

が
神
々

し
く

、「
山
是
神
」
の

表

現
が
ピ

ッ
タ
リ

で
大
峰

の
原

生
林

の
魅
力

が
タ

ッ
プ
リ

で
す

。
 

途
中

、
中
又
尾

根
分
岐

手
前

で
、
熊

野
修

験
の
ご
一

行
４

０
名

( 行
仙

宿

泊
) と

出
逢

い
ま

し
た

。
 

わ
が
「

山
彦
会
員
」
中

根
君

は
顔

立
ち

も
凛
々

し
く

、
山
伏
装
束

も
良

く
似

合
っ

て
丸
刈

り
頭

に
兜
巾

が
バ

ッ
チ
リ
決

ま
り

ま
さ

に
行

者
で

す
。

私
の
知

人
、
友

人
も
何

名
か

参
加

し
て

い
て

、
挨
拶
や
言
葉

を
交
わ

し
ま

し
た

。
 

平
治

宿
小

屋
近

く
で

沖
﨑

さ
ん

か
ら

、
薪

に
な

る
よ

う
な
倒

木
が

あ
れ

ば
小

屋
ま

で
運

ん
で
欲

し
い

と
の

こ
と

で
し

た
が

、
適
当

な
倒

木
が
見
つ

か
ら

な
い

ま
ま

平
治

宿
小

屋
に
到

着
。

 

沖
﨑

さ
ん

は
小

屋
の
掃
除

と
整
頓

、
志
納

箱
よ

り
現
金

を
回
収

。
橋

本

さ
ん

は
薪

を
探

し
て
近
辺
へ

、
私

は
平

治
小

屋
備
付
け
ノ

ー
ト

の
記
録

を

「
Ｈ
Ｐ

の
山

小
屋

だ
よ

り
」

に
掲
載

の
た

め
写
真

に
撮

っ
た

後
、
倒

木
を

探
し

て
薪
用

に
適
当

な
長

さ
に

小
切

り
、

薪
置

き
場

に
収
納

し
て

平
治

宿

小
屋

の
作
業

を
終
了

し
、

持
経

宿
に
向
け

１
０

時
前

に
引

き
返

す
。

 

持
経

宿
が
近

く
な

る
と
峰
中
進

行
を
知

ら
せ

る
ホ
ラ
貝

が
響

い
て

、
熊

野
修

験
一

行
が
阿
須
迦
利
岳

を
経

て
前
鬼

に
向
け

出
発

し
た

こ
と

を
知

る
。
 

 
１

０
時

４
０
頃

に
持

経
宿

に
戻

る
と
残
留
組

の
仕

事
も
一
段

落
。

 

朝
が
早

か
っ

た
の

で
昼

食
と

な
り

ま
し

た
。

沖
﨑

さ
ん

か
ら
連
休
中

の

持
経

宿
小

屋
当
番

の
村

吉
さ

ん
よ

り
ス

ト
ー
ブ

の
熱
効
率

が
悪

く
、
暖

ま

る
ま

で
非
常

に
時

間
が

か
か

る
こ

と
、

木
下

棟
梁

か
ら

小
屋

の
改

修
に
つ

い
て

の
説
明

を
受
け

て
、

改
修
中

の
宿

泊
者

に
は
便
宜

を
図

る
こ

と
と

、

各
小

屋
の

ト
イ
レ

設
備

の
認
識

不
足

か
ら
便
槽

に
水

の
注
入

が
必
要

な
こ

と
を
教
わ

っ
た

。
私

は
ト
イ
レ

の
掻

き
出

し
の
苦
労
話

し
を

、
故
戸
石

さ

ん
か

ら
聞

い
た

こ
と

は
あ

り
ま

し
た

が
、

ま
だ
一
度

も
か

か
わ

っ
た

こ
と

が
な

く
、
皆

さ
ん

の
ご
苦
労

に
対

し
申

し
訳

な
く
思

い
ま

し
た

。
 

 
児

嶋
さ

ん
か

ら
の

コ
ー
ヒ

ー
が
入

り
、
皆

さ
ん

の
持

ち
寄

っ
た
ア

ン
パ

ン
や

お
菓

子
を
楽

し
ん

だ
あ

と
、

後
片
付
け

を
し

て
１

２
時

前
に

下
山

。
 

 

熊
野

修
験

の
皆

さ
ん

の
荷

物
を

前
鬼

に
届
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

、

池
原

の
ス
ポ

ー
ツ
公
園

ま
で

下
り

、
昨

夜
行

仙
宿

の
接
待
組

に
連
絡

す
る

が
通
じ

ず
、
託
け

も
出
来

ず
１

３
時

前
に

前
鬼

に
向

か
い

ま
し

た
。

 

 
前
鬼

で
は

山
上

夫
妻

を
は
じ

め
行

仙
宿

小
屋

で
の
炊

（
か

し
き

）
を
終

え
た
皆

さ
ん

が
、
夕
刻
到

着
の

熊
野

修
験
一

行
の
接
待

を
す

る
た

め
待
機

さ
れ

て
い

る
の

で
、
預

か
っ

た
荷

物
を
託
け

る
。
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川
島

、
沖

﨑
、

木
下

棟
梁

は
、
五
鬼
助

さ
ん
へ
挨
拶

に
、
五
鬼
助

さ
ん

か
ら

頂
い

た
の

に
、

小
仲
坊

と
し

て
持

経
宿

改
築

の
浄
財

を
頂
戴

し
た

。

ご
配
慮

に
感
謝
申

し
上
げ

ま
す

。
 

私
達

は
待
機
中

、
皆

さ
ん

か
ら

コ
ー
ヒ

ー
や

お
菓

子
の
接
待

を
受
け

て
、

久
方
ぶ

り
に
訪

れ
た

前
鬼

の
郷

の
初

夏
の
風
景

を
楽

し
み

、
屋

敷
の
石
垣

の
下

に
あ

る
オ
オ
ヤ
マ
レ

ン
ゲ

の
花

を
写
真

に
撮

っ
て

、
お

堂
に
今

日
の

行
事

の
無

事
終
了

の
勤

行
、
最

後
に
全
員

で
五
鬼
助

さ
ん
ご

夫
妻

に
お
礼

の
挨
拶

を
す

ま
せ

、
１

４
時

前
に

帰
路

に
つ

き
ま

し
た

。
 

 
持

経
宿

小
屋

に
は

本
宮
霊
現

所
の
「

山
是
神
」
、
平

治
宿

に
は
園
城
寺

・

長
吏

の
「

修
験
之

道
」
、
行

仙
宿

小
屋

に
は
塩

川
正
十
郎

先
生

の
「

山
林
枓

擻
」

の
扁
額

が
懸

か
っ

て
い

ま
す

。
 

私
は
勝

手
に

山
に
畏
敬

の
念

を
抱

き
、

山
を

歩
き
己

を
磨

く
、

と
言

う

こ
と

だ
と
解
釈

し
て

い
ま

す
。

山
を

歩
く

こ
と

は
自
然

の
優

し
さ
や

、
怖

さ
を

充
分
認
識

し
て

身
を

引
き
締

め
、

山
に

自
分

を
委
ね

て
い

く
こ

と
か

な
ー

と
思

っ
た
今

回
の

行
事

で
し

た
。

私
な

り
に
得

る
も

の
が
沢

山
あ

っ

て
、
高

野
山

の
小
瀧
螺
雲
師
や
横

山
義

彦
行

者
さ

ん
の
凄

さ
を

、
改

め
て

私
な

り
に
感
じ

た
今

回
の

行
事

で
し

た
。

 ( 主
記
；

濱
野

、
川

島
: 補

足
) 


